
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和公園（西地区）の現状 

●西地区は、東地区に比べ施設量が多く制約があることもあり、東地区に比べ緑量は少ないものの、

陸上競技場外周や浦上川沿い、市道松山町線沿いを中心に配植されている。 

●また、市道松山町線沿いには花壇も数か所設置されている。 

●既存樹木のうち、樹種としては「クスノキ」が圧倒的に多い。 

●長崎南北幹線道路やスポーツ施設の再配置により、多くの樹木が支障することとなる。 

 

 

 

 

 

クスノキ、カシノキなど 

イチョウ、サクラなど 

クスノキ、イスノキなど クスノキ 

花壇 

サクラ、カイズカイブキなど 

花壇（公共花壇デザイン表彰） 

イチョウ、クスノキ、ヤナギ 

イチョウ、クスノキ、ヤナギ クスノキ 

ツツジ、カシノキ、クスノキ、 

クロガネモチなど 

イチョウ、クスノキ、ヤナギ 

イチョウ、カイズカイブキなど 

イチョウ、クスノキ、ヤナギ 

９．平和公園（西地区）における緑化の現状 
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